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30-45N°,345.3E°

図 2.5: B-scan画像

反射エコーは直下方向からだけでなく、周囲の月面地形による反射も観測され、地下エ
コーがマスクされる可能性がある。地形による反射は、衛星と反射点との距離が時間変化す
ることからB-scanでは放物線状に見える特徴を持つ（図 2.7は海のクレーター付近）。また、
水平な反射層からの反射は、衛星に対して距離が変わらないため、常に一定の深さから反射
エコーが帰ってくる。よって、前後の移動平均をとることで地形による反射の効果を減らし、
反射層エコーをより明瞭にすることができる。ただし、これは水平な反射層が存在している
ときのみ有効であり、反射層に傾きがある場合には有効ではない (Ono et al., 2010)。また、
地下にある反射層からのエコーであると判断するためには、隣接する軌道においても同じ深
さからエコーが帰って来ていることを確認しなければならない。月の表側海の約 10%の領域
で反射層が見られる事が知られている (Oshigami et al., 2009)。図 2.6は、図 2.5の領域で
21個の受信波形データで移動平均をとった場合である。ただし、緯度 35N°,40N°はデー
タファイルの切れ目に当たるため、平均がとれず空白が生じている。地下 0.5kmと 1kmの
約 35-42N°の部分に黒矢印を始点としてほぼ連続した反射層が確認できる。
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